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「
議
員
」の
職
種
を
な
ぜ「
政
治
家
」と

い
う
の
か
、
ふ
と
考
え
ま
し
た
。
国
会
や

地
方
議
会
の「
議
員
」は
法
律
や
条
例
の

整
備
が
任
務
。
当
然
そ
の
た
め
に
多
く
の

調
査
や
視
察
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
ら
す
べ
て
の
仕
事
を
称
し
て「
政
治
家
」

と
い
う
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
国
会
で
は
約
百
本
の
法
案
が
成
立

し
ま
し
た
が
審
議
の
内
容
が「
説
明
不

足
」と
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

与
野
党
と
も
、
選
挙
の
た
め
の
公
約
文
書

を
配
布
す
る
こ
と
に
は
熱
心
で
す
が
、
党

の
政
策
を
普
段
か
ら
広
報
し
国
民
と
語

り
合
う
努
力
が
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

議
会
審
議
に
関
す
る
最
近
の
話
題
と
い

え
ば
、
議
場
の「
ヤ
ジ
」の
問
題
。
国
会
の

場
で
も
無
意
味
と
思
わ
れ
る
ヤ
ジ
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。「
ヤ
ジ
は
議
場
の
花
」と

言
っ
た
人
が
い
る
そ
う
で
す
が
、
花
の
よ

う
な
ヤ
ジ
な
ど
、
ま
れ
な
の
が
現
実
で
す
。

　
「
議
論
」を
尽
く
す
こ
と
が
議
員
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

私
自
身
も
皆
さ
ま
に
そ
の
議
論
に
つ
い
て

丁
寧
に
ご
説
明
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
て
、
次
の
議
論
に

立
ち
向
か
い
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
か
ら
想
像
す
る
と
、
普
段
か

ら
ひ
ょ
う
き
ん
な
こ
と
ば
か
り
し
て
い
た
の

か
？
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
写
真
を
撮

ら
れ
る
の
が
照
れ
く
さ
く
て
、
こ
ん
な
ポ
ー

ズ
を
と
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
と
母
が
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

着
て
い
る
セ
ー
タ
ー
は
年
上
の
い
と
こ

２
人
が
使
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
お
下
が
り
。
祖

父
母
か
ら
も
、
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
厳
し
く
教
え
ら
れ
て
き
た
佐
々
木
家
。

さ
ら
に
２
人
の
弟
が
順
に
受
け
継
い
だ
そ

う
で
、
一
番
下
の
弟
が
着
る
頃
に
は
結
構
使

い
古
さ
れ
た
状
態
に
。
そ
れ
で
も
不
満
一
つ

言
わ
ず
に
着
て
い
た
弟
が
感
心
で
す
。

地
方
の
中
核
企
業
や
伝
統
工
芸

産
業
等
へ
の
支
援
策
を
質
疑

★「衆議院TVインターネット
審議中継」のビデオライブラ
リで、この審議がご覧いただ
けます。（30分）

　平素から自民党と衆議院議員・佐々木はじめに力強いご
支援を賜り、深く感謝申し上げます。
　国民の声を代表して国の歩むべき道を審議するのが
代議士。本紙にはその代議士とふるさとの皆さまをつな
ぐ大切な役目があります。佐々木はじめが今何に向かって、
どのように走り続けているのか、そのほんの一部でも
お伝えできるよう努力してまいりますので、今後とも
ご意見やご感想をお寄せくださいますよう、よろしく
お願いいたします。
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message

from

HAJIME
佐
々
木 

紀 

分
科
員　

本
日
は
地
元
を
回
っ
て
感

じ
た
こ
と
や
寄
せ
ら
れ
た
声
を
、も
の
づ
く
り
に
関

す
る
分
野
に
限
っ
て
、質
疑
を
通
じ
お
届
け
し
た
い
。

石
川
県
で
は
伝
統
と
文
化
を
創
造
、継
承
す
る
過

程
で
培
わ
れ
た
も
の
づ
く
り
の
精
神
が
、付
加
価
値

の
高
い
技
術
を
持
っ
た
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
を
数
多

く
育
ん
で
い
る
。（
中
略
）景
気
回
復
の
実
感
を
地

方
に
ま
で
行
き
渡
ら
せ
、地
方
を
活
性
化
さ
せ
る

に
は
、地
方
の
中
核
企
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
企

業
へ
の
支
援
が
重
要
だ
と
考
え
る
が・・。

茂
木
敏
充
経
済
産
業
大
臣　

来
年
度
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
ニ
ッ
チ
企
業
を
め
ざ
す
中
堅
企
業
等
が
海
外

市
場
に
乗
り
出
す
際
に
必
要
と
な
る
資
金
を
供
給

す
る
制
度
を
創
設
す
る
。（
中
略
）

　

コ
マ
ツ
の
女
性
社
員
を
見
て
み
る
と
出
生
率
が

東
京
で
は
１
に
い
か
な
い
が
地
方
で
は
２
を
超
え

る
と
い
う
。少
子
化
社
会
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
ヒ
ン
ト
だ
。昨
年
成
立
し
た
産
業
競
争
力
強

化
法
に
続
き
、大
胆
な
設
備
投
資
減
税
、研
究
開
発

税
制
の
拡
充
な
ど
一
兆
円
規
模
の
税
制
改
正
も
決

定
し
た
。地
域
の
中
堅
企
業
の
競
争
力
強
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

佐
々
木 

紀 

分
科
員　

地
方
の
経
済
活
性
化
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
企
業
や
特
に
下
請
、関
連
企
業

に
仕
事
を
出
し
て
く
れ
る
中
核
企
業
の
誘
致
が
欠

か
せ
な
い
。地
方
へ
の
企
業
立
地
を
促
進
す
る
企
業

誘
致
に
関
す
る
施
策
を
伺
い
た
い
。

加
藤
洋
一
政
府
参
考
人　

企
業
立
地
促
進
法
に
基

づ
き
、地
方
自
治
体
が
地
域
に
お
い
て
効
果
的
、効

率
的
な
産
業
機
能
を
集
積
さ
せ
る
べ
き
区
域
と
業

種
を
指
定
し
た
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。指
定
さ
れ
た
区
域
に
当
該
業
種
に
属

す
る
企
業
が
新
た
に
立
地
す
る
際
に
、地
方
自
治

体
が
不
動
産
取
得
税
や
固
定
資
産
税
の
課
税
を
減

免
す
る
場
合
に
、減
収
補
填
す
る
よ
う
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
。地
方
圏
に
お
け
る
魅
力
的
な
雇
用
、

投
資
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

佐
々
木 

紀 

分
科
員　

今
は
円
安
傾
向
に
あ
る
か

ら
大
企
業
や
地
方
の
中
核
企
業
の
利
益
は
ふ
え

る
。
し
か
し
、
下
請
け
企
業
は
原
材
料
の
価
格
や

生
産
コ
ス
ト
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
利
益
が

出
る
ど
こ
ろ
か
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
元
請
が
も

う
か
っ
た
分
を
下
請
に
還
元
す
べ
く
、
下
請
へ
の
発

注
価
格
の
上
乗
せ
を
要
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ご
見
解
を
伺
い
た
い
。
・
・
・（
以
下
、
中
小
企
業
、

小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
や
環
境
改
善
を
質
疑
。

さ
ら
に
九
谷
焼
の
商
品
を
示
し
て
伝
統
工
芸
産
業

へ
の
支
援
策
な
ど
を
要
請
し
た
）

連載

地
方
経
済
の
再
生
な
く
し
て
、日
本
経
済
の
基
盤
は
築
け
な
い
。

地
方
経
済
の
再
生
な
く
し
て
、日
本
経
済
の
基
盤
は
築
け
な
い
。

　去年の春、息子が幼稚園を卒園する時に
家内と私に宛てて書いた手紙です。
「あかちゃんのときから　おせわしてくれて
ありがとう」の言葉に笑っていいのか、泣い
ていいのか戸惑いました。ただ、「いそがし
いけど、やさしいおとうさんがだいすき」と
書いてあったのを見てホッとしました。
　国政の場に挑んだ私は、家庭的な「良き
父親」になることのむずかしさは覚悟してい
ました。今は、子どもと向き合う時間も少
なく、父親らしいことなどほとんどしてやれ
ない日々を過ごしていますが、「だいすき」の
ひと言に救われた気持ちです。

　息子がもう少し
成長した時に、国
とふるさとのため
に全力で奔走する
私の背中を見て
「誇れる父」と思わ
れたら本望。今日
もまた「父親失格」
の私です。

景気回復
の実感を

早急に

　　　　
　地方に

広げたい
!!

景気回復
の実感を

早急に

　　　　
　地方に

広げたい
!!

◆
第
186
回
国
会  

衆
議
院
予
算
委
員
会  

第
七
分
科
会 

はじめの
つぶやき

（1/25・石川県地場産業振興センター）
第1回ドクターヘリ研究会
（1/25・石川県地場産業振興センター）
第1回ドクターヘリ研究会

（4/19・小松市）
第39回九谷と花選抜出合い展
（4/19・小松市）
第39回九谷と花選抜出合い展 （5/3・加賀市）山中漆器祭（5/3・加賀市）山中漆器祭

（3/16・能美市）
ジュニアスポーツクラブ発表大会
（3/16・能美市）
ジュニアスポーツクラブ発表大会 （4/29・白山市）「初め湯」まつり（4/29・白山市）「初め湯」まつり （5/18・白山市）おかえり祭り（5/18・白山市）おかえり祭り

（3/22・野々市市） 椿まつり（3/22・野々市市） 椿まつり
（5/3・能美市）
茶碗まつり五彩レンジャーショー
（5/3・能美市）
茶碗まつり五彩レンジャーショー（4/29・加賀市）塩屋地区視察（4/29・加賀市）塩屋地区視察

（1/2・川北町）新年互礼会（1/2・川北町）新年互礼会 （5/10・小松市）お旅まつり（5/10・小松市）お旅まつり

（
質
疑
前
半
の
要
旨
）

　
ふ
る
さ
と
で
の

　
　
生
活
感
を
と
も
に
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う―

　
地
方
の
元
気
を
作
り
出
す

　
　
国
政
活
動
は
、

　
　
　
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。

る
ふ

と
さ奔

東

走
西ロ

ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
浸
透
に
向
け
て
。

ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
浸
透
に
向
け
て
。



経済産業委員会で質疑（4/12）経済産業委員会で質疑（4/12）

予算委員会（2/21）予算委員会（2/21）

小野寺防衛相を小松基地にお迎え小野寺防衛相を小松基地にお迎え

高速増殖炉もんじゅ視察（4/7）高速増殖炉もんじゅ視察（4/7）

サウジアラビア特別講演会を開催（6/2・小松市）サウジアラビア特別講演会を開催（6/2・小松市）

ラグビーワールドカップ2019
日本大会成功議員連盟総会（1/30）
ラグビーワールドカップ2019
日本大会成功議員連盟総会（1/30）

自民党展示会産業議員連盟が始動（5/6）自民党展示会産業議員連盟が始動（5/6）

2014NEW環境展視察（5/30）2014NEW環境展視察（5/30）

東レ合繊クラスター総合展視察
松島経産副大臣と（5/21）
東レ合繊クラスター総合展視察
松島経産副大臣と（5/21）

（3/18）
下村文科大臣と

（3/18）
下村文科大臣と

（4/15）
麻生副総理と
（4/15）
麻生副総理と

党のインターネット番組
「カフェスタ」出演（1/28）
党のインターネット番組
「カフェスタ」出演（1/28）

加賀地区開発促進協議会の
国土交通省陳情（1/23）
加賀地区開発促進協議会の
国土交通省陳情（1/23）

●  H A J I M E  T S U S H I N

つ
く
る

つ
な
ぐ

ま
も
る

日 本 の 未 来 は 、 こ こ か ら 始 ま る

日
本
に
と
っ
て
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
る

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ

特
命
全
権
大
使
閣
下
を
石
川
県
に
お
招
き
で
き
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
中
東
の
高
級
な
民
族
衣
裳
の
ほ
と

ん
ど
は
石
川
県
産
で
あ
り
、
成
長
著
し
い
中
東
の
経
済
活

動
に
お
い
て
は
、
石
川
県
産
の
機
械
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
石
川
県
が
両
国
の
外
交
経
済
関
係
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

２
０
１
９
年
に
日
本
で
の
開
催
が
決
定
。

　
　

森
元
首
相
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
ビ
ッ
グ
な
大
会
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ひ
と

足
先
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

こ
れ
も〝
世
界
か
ら

親
し
ま
れ
る
日
本
〞 

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
切

な
機
会
で
す
。

　　　　学生たちと議員によるディスカッション。
　　　　グループごとに外交や経済などをテーマに
語り合いました。広く若い世代の意見を国政に反映
させていきたいと思います。

　　　 先輩議員の厳しく温かいアドバ
　　　 イスは政治家としての大きな財
産です。感謝の気持ちで耳を傾ける一方、
政治に対する若い感性とエネルギーを
伝えたい・・・と張り切って話しました。

　　　  国民の生命と財産を守り、重要
　　　  な任務に携わる自衛隊。小松基
地でも多くの隊員が活躍されています。
その現場を小野寺防衛相が視察されま
した。災害の救援活動でも大きな貢献
をされている自衛隊が、より安全に活動
できる環境づくりが大切です。

国会には衆・参両院に、常設の常任委員会と国会ごとに
設置される特別委員会があります。案件は各委員会での
専門的な質疑を経て本会議で審議されます。

　　　　展示会（見本市）に出展することで、地方の中小企業が商圏を広げ
　　　　ることが少なくありません。また展示会は、それ自体が交流人口の
拡大と大きな経済効果を生むビックイベントです。しかし各国の展示会場の
面積を比べると、東京ビッグサイトでも世界71位と諸外国に大きく遅れを
とっています。 手狭で出展できず商談の機会を失っていた中小企業を応援
し、また、新しい産業を紹介するなど技術立国ニッポンの力をさらに強化
促進するためにも、展示会産業の更なる拡大が求められています。

はじめ
コメント

　　　  国土交通省に小松高校の先輩である
　　　  増田事務次官を訪問。 北陸新幹線や
南加賀の道路、 河川の整備、 また新規事業と
して能美根上スマートインターチェンジの整備
など、重点事業の予算確保を要望しました。

はじめ
コメント

はじめ
コメント

はじめ
コメント

東京ビッグサイトで開かれた
環境展で風力発電の仕組みを
試してみました。

はじめ
コメント

はじめ
コメント

はじめ
コメント

日本の課題を語りあう会（6/19）日本の課題を語りあう会（6/19）

　　　　経済産業委員会の視察で滋賀県長浜市を訪ね
　　　　ました。その土地の個性を生かした地域づくり
を推進し、地方の活性化をめざします。

はじめ
コメント

はじめ
コメント

はじめ
コメント

はじめ
コメント

はじめ
コメント

（2/6）

円谷プロで九谷焼のウルトラマンについて協議
（2/6）

円谷プロで九谷焼のウルトラマンについて協議

 　　 豪日経済委員会インフラ部会のメンバーとＰＦＩについて
　　  の意見交換会。 私はＰＦＩ調査会の幹事を務めています。 
ＰＦＩとは民間の資金と知恵を使い公共施設を建設・運営するこ
とで、古くて新しい取り組みです。財政が厳しい現況にあって、 
ＰＦＩ先進国のオーストラリアの事例を参考にし、日本でも積極
的に導入しなければなりません。 またオーストラリアとはＥＰＡ
など今後とも経済協力を進めていくことになりますので、 良好
な関係構築に努めていきます。

石川県には、すばらしい伝統工芸がたくさんあります。
受け継がれてきた技術や、培われてきたものづくりの精神
は、今の時代に合わせた新しい作品開発など新しい展開を
しています。 そんな魅力ある伝統工芸の普及に努めます。

はじめ
コメント

東日本大震災からの復興を考える
ＴＥＡＭ－11の活動で、 被災地を訪
ねた様子を仲間とともに報告。 
ライブで配信しました。

「中心市街地活性化法案」に伴う視察（3/31）「中心市街地活性化法案」に伴う視察（3/31）
オーストラリアとのPFI意見交換会（4/11）オーストラリアとのPFI意見交換会（4/11）

（2/9）（2/9）

●TEAM11（チーム・イレブン）とは・・・・・
東日本大震災の被災地の復興を後押し
するために、党青年局がスタートさせた。
毎月11日に被災地を訪ねて、直接お話を
伺い、復興の現場に足を運んでいます。

丁寧で力強い国政活動をめざして。
まじめなはじめの 活動報告

  国民に負担をお願いすることとなった消 費税増税に、みなさんがご理解いただき、
ご協力くださったおかげで、懸念された経済 の腰折れもほとんど見られませんでした。     

今後もTPPや集団的自衛権など、慎重 な対応が求められる問題が続きます。   
それぞれの立場でも国民に丁寧な説明を尽く すことが重要であり、それが政治の原点です。 


